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ラッチフィールドのこと：
　　　　アメリカでの調査経験
中　邨 章
　76年夏，3年半ぶりにおよそ4週間をついやしアメリカに旅した。もっと
も，その内，半分近くはロスアンゼルスに滞留し，本校とのつながりの深い
UCLAを中心に研究活動を行なった。
　今回の旅行目的には，大きく，二つのものがあった。その一つは，既に手を
つけていたアメリカ革新主義運動に関する資料を再点検することであった。今
一つは，アメリカの都市政策について，1・2次資料・データを収集し，あわせ
て，それらの実態を検証することであった。そのため，UCLAをはじめ，
USC，さらには，ロスアンゼルス図書館や市役所を，連日，友人から借りた
車でかけめぐった。
　この短い経験から気付いた点を指摘するなら，先ず，UCLA図書館の充実
ぶりをはじめにあげなければならない。従来より感じてきたことではあるが，
その蔵書数の多さ，使いやすさ，環境のすばらしさ，見事であるとしかいいよ
うがない。
　ところが，よく観察すると，新規購入図書に限り，以前にくらべ，横ばいも
しくは微増になっているのではないかと思われた。例えば，トルーマンやダー
ル等，一般的教科書になると，従前には，10冊近くのコピーが棚にならび壮観
でさえあった。しかし，今回はそのような経験にはあまり出くわさなかった。
ロイ等，ポピュラーなものでも1～2冊というのが普通である。
　このことについて，先般，DAVID．　WILSON教授が来校された折，早速，
質問してみた。予想通り，財政硬直化のためUCLAでも図書購入は最低限度
に抑えられていた。かつてのように，豊富な財源で手あたりしだいに買い集め
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るなどのことは，最早，夢物語になったのであろう。
　ところが，思わぬところで私自身もUCLAのこの図書財源窮迫の余波を受
けることになった。アメリカ都市の投票行動を調べていたときのことである。
たまたま，ラッチフィールドと呼ばれる研究者の業績にふれた箇所に出くわし
た。私のテーマからすれば，それは，いわゆる，MUSTに属するもので，是
非，あたってみる必要があった。
　UCLAの各図書館を一日中捜し歩いたが，結局，その研究書は見当らなか
った。そこで，即刻，USCにおもむきカードを繰ると，政治学関係の図書館
にそれがあることが分った。ところが，目指すものは“8h失”の項に入れら
れ，補充される見込はほとんどなかった。
　帰国期日が定まっている中での調査であったため，そのような結果に失望は
しながらも，一応，UCバークレに飛ぶことにした。ところが，ここでも目指
すコピーを手にすることはできなか』った。一足違いで貸し出され，少なくとも
2週間は返却されないことが分ったからである。
　この頃になると，あきらめが半分，それに意地がからんで，ラッチフィール
ドの分析内容はともかく，それをなんとしても，入手しなけれぽならないとい
う使命感に似たものが出てきた。しかも，旅行日程にはなおワシントンの議会
図書館（LC）が含まれ，この決心は必ず充足されるものとたかをくくってい
た。
　御留学中の富田先生をわずらわせ，やっとLCにたどりついた。朝9時半，
貸出申込書を提出し問題の研究書の出てくるのを待った。しかし，10時，11
時，ランチを食べてもどってきても，なんの連絡もない。ついに，しびれを切
らし図書館員に正した。とこちがこの館員のいわく，LCで本をチェックアウ
トするには，その前に我慢と辛抱を先ず学ばなければならないと，逆に，悟さ
れる始末であった。ことここに至り，私の決意も揺ぎはじめ，ついに，ラッチ
フィールドの著書の入手をあきらめた。
　ところが，帰国してからたまたま国会図書館にいく用があり，そこで外国文
献のカードを見ていると，なんと，ラッチフィールドの名前がそこにあり，京
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大がそれを蔵していることを発見した。なんのことはない。ワシントンまでい
かなくとも，日本にそのコピーがあったわけである。灯台もと暗し。高いもの
についた調査であった。
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